
景観チェックシート 
 
１ 表示・設置予定場所の景観類型基準 

□ 山岳自然景観   □ 山麓自然景観   □ 谷地自然景観 
□ 果樹・田園景観  □ 田園内産業景観 
□ 中心市街地景観  □ 伝統市街地景観  □ 沿道商業景観  □ 市街地住宅景観 

表示・設置予定場所周辺の景観上の特徴 
 
 
 

 
２ 特定景観誘導基準への配慮事項 
 ⑴ 形態・意匠 
  □ 周辺から⽬⽴たないよう⼯夫した。 
  □ 周囲の景観との調和に配慮した。 

□ 遠望する山並みとの調和に配慮した。 
□ 周辺の田園景観との調和に配慮した。 
□ 周辺の建築物等と調和するよう⼯夫した。 
□ 地域の歴史性を生かす⼯夫をした。 
□ その他（                       ） 
 

 ⑵ 色彩 
地色（マンセル値）︓              
その他の色彩（マンセル値）︓              
□ 地色や基調色は低彩度にした。 
□ 周辺の景観との調和に配慮した。 
□ 使用する色数を少なくするよう努めた。 
□ 色彩相互の調和に配慮した。 
□ その他（                       ） 
 
 
 
 
 

 ⑶ 素材（反射材） 
反射素材の名称︓              
反射素材の使用⾯積︓              
□ 周辺景観への調和に配慮し、使用⾯積や使用箇所などを⼯夫した。 
□ 周辺の景観へ与える影響を抑えるための⼯夫をした。 

  □ 周辺の住⺠生活に与える影響を抑えるための⼯夫をした。 
  □ その他（                       ） 
 
 ⑷ 電光表示・照明 
  □ 点滅する電光表示や点滅する照明の使用を控えた。 
  □ その他（                       ） 

特定景観誘導基準は、山形市景観計画における景観への配慮事項であり、努⼒規定となります。 
山形市屋外広告物条例に基づく設置基準とは異なります。 

 

※ マンセル値 
伝統市街地景観では、使用できる地色の色彩の彩度を、マンセル値により次のとおり設定します。 

色相 R（赤） YR（⻩赤） Y（⻩） その他 
彩度 １０以下 １０以下 １０以下 ８以下 

 


